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合併症妊娠に関する全国アンケート調査について 
 

日本周産期・新生児医学会，周産期学シンポジウム運営委員会では，下記の研究を行っております。  

本研究の対象者またはその代諾者に該当する可能性のある方で，診療情報等を研究目的に利用また

は提供されることを希望されない場合には，下記の問合せ先ご連絡ください。 

 

研究課題名 合併症妊娠に関する全国アンケート調査 

研究責任者 
日本周産期・新生児医学会 周産期学シンポジウム運営委員会  

宮越敬（慶應義塾大学医学部産婦人科） 

研究目的 

近年、生物学的製剤を中心とした新規薬剤による病勢寛解にともない、

挙児を希望する基礎疾患合併女性が増えつつある。また、先天性心疾

患・小児外科疾患既往女性の妊娠分娩例にも遭遇する。さらに、本人・

パートナーに疾患に関する正しい情報を提供し、より適切な状態での妊

娠・分娩を支援する「プレコンセプションケア」が提唱されている。し

かしながら、全国レベルにおける合併症妊娠管理の実態、プレコンセプ

ションケアおよび妊婦・褥婦への薬の情報提供に関する情報は少ない。

本研究の目的は、第 38 回周産期学シンポジウム「母児の予後改善を目

指した合併症妊娠の管理」の議論を深めるため、本邦における合併症妊

娠管理の現状およびプレコンセプションケアや妊婦・褥婦への薬の情報

提供の実態を調査することである。 

研究対象 
日本周産期・新生児医学会の周産期専門研修認定施設（基幹・指定）の

代表指導医。 

研究方法 

オンラインシステムを用いたアンケート調査である。具体的には対象施

設の代表指導医にオンライン上での回答を依頼し、得られたデータの集

計・解析を行う。 

調査項目 
当該施設における合併症妊娠管理数、プレコンセプションケア体制、妊

婦・褥婦への薬の情報提供法など。 

個人情報の取扱い 

本研究は施設の診療実績・診療体制を問い合わせる調査であり、個人情

報の提供を求めない。また、回答者名・施設名を記載しない調査とす

る。 

研究期間 2019年 10月 3日～2020年 3月 31日 

本研究の資金源 

(利益相反) 

本研究は，周産期学シンポジウム運営委員会の予算により施行するた

め，利益相反状態にはない。 

問合せ先 

日本周産期・新生児医学会 周産期学シンポジウム運営委員会 

研究責任者 宮越 敬（みやこし けい） 

電話 03-5228-2074／FAX 03-5228-2104 

 


